
 割振基準登録･変更（随時） 納期表作成 

営
業 

未引当 
実在庫 割振基準 入庫予定 

・ランク別の納期表
を作成する 
・定時起動（バッチ）
と緊急時のオンライ
ン起動を可能にする 

納期表 

割振基準 
登録・変更 

割振基準 

・ランク別/商品カテゴ

リ、商品別の割振り
基準を登録、変更す
る 
・割合（%)、数量の何

れかで設定可能とす
る 

割振基準 
決定支援 

閾値、ランクの設定
支援として、一定期
間の受注量、標準
生産リードタイムな
どから適正値を提
案する。現在設定
値も表示する 

受注実績 

得意先 
ランク設定 

商品別 
閾値設定 

商品 
マスタ 

得意先 
マスタ 

得意先別に
ランクの設
定を行う 

商品別に
閾値設定
を行う 

ランク別 
納期表生成 







３０ 

７０ 

７０コ 

６／１ 

６／２ 

５月３１日 

３０ 

１５０コ 

閾値（１００） 

問合せ時の実在庫 

１００コ ６／５ 

1、６月１日の予定在庫のうち３０コはランク得意先用として確保 
  する 
２、一般得意先が６月１日入庫の予定在庫 
  で使えるのは１２０に減っている 
３、この状態で、一般用の納期表 
  を作る。６月１日なら１２０コまでＯＫ 
  ６月２日なら１９０コまでＯＫ，６月５日 
  なら、２９０コまでＯＫ 
４、一般店から２００個の引合いがきた 
  今発注してくれれば１２０コまでなら６月１日出荷ＯＫと答える 
   ６月２日なら更に残りの７０コＯＫ，残り１０コは６月５日ＯＫ 
５、２００コ発注してくれる。受注即引当（予定在庫への引当機能） 
   
６．握り先から１００コの引合い。 
７．納期表には実在庫７０コｘ０．７＝４９がランク１の枠として 
  確保されている。残り５１コのうち３０コは６月１日分から 
  あとの残り２１コは６月５日入庫分の残り９０個から引き当てる 
８．但し、こうなる前に閾値変更を行い握り先要として確保する 

閾値を割っている商品に対する納期回答ルール：このルールをシステムに実装する 

予定在庫の運用ルール 

実在庫が閾値を下回って

いる場合、予定在庫は、ま

ずランク枠の隙間を埋め閾

値まで戻すためにつかわ

れる。そのあとは、ランク間

差をつけることなく受注順

で引き当てることが出来る。 

シナリオ 
サンプル 

実在庫 
７０コ 

１２０ 

実在庫については、閾値を下った場合、下った数値に７０％を掛けるのではなく 
閾値の７０％までの数量をランク１に割振る（実在庫が閾値の70％を割ってい 
たらランク２以下への割振りはない） 
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